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支
那
近
代
工
業
化

の
獲
生
遙

程

支
那
近
代
工
業
化
に

つ
い
て
の
劉
蹄
的
見
解

支
那
近
代
工
業
化
を
規
る
亀
城

・
資
源

。
勢
働
力

支
那
近
代
工
業
化
と
立
塊
問
題

■

、

支
那
國
土

の
自

然
的
基
礎

が
、
お

の
つ
か

ら
そ

の
生
産
様
式
を
特

定
化
し
、
現
在
、
所

謂

ア
ジ

ア
的
生
産
様
式

な
る
呼
稽
を

さ

へ
敢

て
受
け

て
居

る
有
様

に
あ

る
が
、
そ
れ
は
支
那
本
來

の
性
格

に
基

く
、
主
と
し

て
農
業

的
な
る
も

の
に
向
け

ら
れ

て
居

る

こ

と

に
は
異
論

の
飴

地
が
な
い
。

而
も
右

の
生
産
様
式

こ
そ
は
、
所
謂
現
實
的
な
生
産
過
程
、
即
ち
人
間

と
白
然
と
σ

、
そ

の
時

々

の

「
物
質
代

謝
」

の
本
質
的
な

要
素

の
全
饅

た
る
も

の
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ

れ

は

ま

さ

に
,

哺
定

の
肚
會
時

代

の
具
龍
的

な

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
賭
問
題

(横
田
)
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、

剛
〇

八

め

誌

生
産

過
程

に
於

け

る
、
物
的
及
び
人
的
生
産
諸
力

の
統

}
艦

で
な
け
れ

ば
な

ら
ぬ
意
味

に
於

て
、
吾

々
は
所
謂

イ
』

ス
ト
の
高

調

す
る
如
き
、
地
理

歴
史
的
な
綜
合

性

の
明
確

な
把
握

が
、
支
那

に

つ
い

て
も
矢
張
り
重
硯
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら

ぬ
こ
と
を
畳

え

て

く

る
。

と
ま
れ
人
聞

は
、
そ

の
地
理
的
自
然

の
影
響
を
、
軍

に
受
動
的

に
の
み
受

け
る

の
で
は
な
く
、
寧

ろ
逆

に
積

極
的

に
人
聞
は
、

自
然

の
性
質
を
利

用

し
攣
革

し

て
、
所
謂
自
然

の
支
配

並
び

に
そ

の
征

服
を

さ

へ
目
指

し
て
居

る
も

の
な

の
で
あ
る
。

と

Σ
に
始

め

て
人

間
肚
會

と
地

理
的
自
然

の
正
し
き
交

互
作

用
が
生
れ
、

そ

の
中
間
項
と

し
て

の
、
尊
き
人
間
勢
働
過
程
を
媒
介

せ
し
め
る

こ
と
と
な
る
。
從

つ
で
地
理
的
自
然

の
良
否

の
み
が
、
人
間
肚

會

の
進
歩

を
決

す
る
原
因

で
は
な
く
し

て
、
寧

ろ
人
間

の
自
然

に

封

す
る
反
作
用
だ

る
、
そ

の
技

術
力

の
爽

達

こ
そ
が
決
定
的
要
因
と
な

る
の
で
あ

る
。
確

か

に
地
中

に
埋
藏

せ
る
富
源
は
、
そ

の

ま

玉
で
は
死
物

に
等

し
く
、

そ
れ
が
技
術
力

に
よ
り
、
嚢

掘
加

工
せ
し
め
ら
れ

て
こ
そ
始
め

て
肚
會
進
歩

の
要
因

と
な
り
得
る
。

斯

く
し

て
吾

々
は
、
そ

の
焚
展

的
な
人
間
肚
會

の
、
技
術
的
面

の

一
つ
を
捲

ふ
ぺ
き

、
所

謂
工
業
問
題

の
重
要
性
を
認
識

せ
ざ
る

を
得
な

い
こ
と
と
な

る
。

こ
の
様

な
意
義

に
基

い
て
、
吾

々
は
、
支
那
國

土
そ

の
も
の

の
中

に
存

す
る

「
工
業
」

を
蝕

に
取
り
學
げ

て
知

る
な

ら
ば
、
確

か

に
夫

は
そ

の
歴
史
性

に
制
約

せ
ら
れ

つ
つ
、
長

い
攣
韓
進
歩

の
諸
段
階

を
経
過

せ
る
も

の
な
る
こ
と
を
吾

女
は
識

る

ご
と
が
出

來

る
。

だ
が
特

に
今
、
吾

々
の
封
象

と
す
べ
き

所
謂
支

那
近
代

工
業

化

は
、
果
し

て
そ
れ

ら

の
爽

展
段
階

に
於
け
る
何
時

の
時

期

を

以

て
明
瞭

に
劃

す

べ
き
も

の
で
あ

ら
う
か

が
先

づ
鼓

に
重

要
な
問
題

と
な

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
之

に
つ
い
て
吾

々
は
、
世

'



、

上

に
於

け
る
多
く

の
諸
読
を
聞

く

こ
と

が
出

來
る

。
即
ち
、
グ

ル
ー

ジ
ヤ

コ
フ
は
、
「
支
那

に
於

け

る

手

工
業

は
外
國

入

の
入
國

の

ゆ

ま

で
唯

一
の
工
業
生
産
檬
式

で
あ

つ
距
」
ー

と
拡

べ
、
G

・
ク
ラ
ア

ク
ほ
、
「
友

那

の
誕

代
工
業

も

そ

の
他

の
近
代
的
嚢
達
と

の

同
様

に
、
李
鴻
章

の
創

意

に
成

る
も
め

で
あ
り

、
・
彼
は

一
八
八
八
年

上
海

に
綿
布

工
場

を
設
立
し
・た
」

ー

と
読
き
、
次

い
で
か

の

の
G

・
E

・
ハ
ッ
パ
ア

ー
ド

は
、
「
支
那

に
於
げ

る
近

代

工
業

化
は
日
本

よ
り

も
約

二
五
年
邊
れ

て
行

は
れ
た
」

と
前
提

し

つ

つ
、

り

の

「
そ
れ

ら
近
代

工
場

の
嚢
達
は

一
八
九

五
年

の
日
清
職
争

の
結

末

に
基
く
、
か

の
馬
關
條

約
以
來

の
こ
と

で
あ

る
」

1

と
構

し

て
居

る
。

尚
猫
乙

の
ペ
ル

ニ
ッ
チ

ュ
博

士
も

・
「
支
那

の
新
式

エ
業

は

一
八
九
四

、
五
年

の
日
清
職

役
以
來
開
始

ざ
れ

劾
」
i

と

そ

の
高
著

の
中

に
明
瞭

に
述

べ
て
居

る
如

き

で
あ
る

が
、
通
読
と

し
て
な
、
矢
張
リ

ハ
ッ
パ

ア
ー

ド

の
述

べ
る
が
如

く
、
馬
關
條

約

以
來

、
所
謂
外
國
諸

工
業

の
支
那
開

港
市
侵

入
創

設

が
認

め
ら
れ
た
時
期

と
す

る

の
が
、

よ
り
愛
當
な
も

の
で
は
あ

る
ま

い
か

と
思
は
れ

る
。

尤
も
嚴
密
な
意

味
に
於

け
る
支

那

の
新
式

工
業

乃
至
近
代

工
業

は
馬
關
條

約
を
契
機
と
す

る
遙

か
以
前
、
既

に
か

の

一
八
四
二

の

年

の
鴉
片
職
孚

に
起
り
、

そ
の
正
式
開
始

の
時
期
を

以

て
向

治
初
年
と
な

し

て
居
る
が
、
朱
だ
そ

の
初
期

に
於

て
は
、
完
全
な
封

建
的
官
膏
的

な
軍
需

工
業

と

し

て
畿
展

し
、
主

と
し

て
北
洋
大
臣

李
鴻
章

及
び

湖
廣
総
督
張

之
洞

に
よ
り
、
夫

々
紡
績
鴇
造

紙
、

織
布

酒
棉
糸

、
廓

、
・絹
糸
布

方
面

に
擬
張
せ
ら
れ

つ
つ
あ
る
情

勢

に
あ

つ
光
。

だ
が

一
般
肚
會
的

基
礎
俺
業

に
封
し

て
ほ
、
何
等

り

の
饗
革
を
及
ぼ
さ
す
、
從

り
て
支
那
は
絶

の
相
次
ぐ
近

代

工
場

の
設

立
に
も
不
拘

、
依
然

と
し

て
他
面

に
手

工
業

や
家
内

工
業

、

或

は

ヤ
勧

ユ
フ
ア
ク
チ

ユ
ア
等

の
分
野
が
廣
汎

に
存

し
、

い
は
ば
そ

と
に
近
代
弐

な
軍
需

工
業

と
封
蹄
的
な
崎
形
的
現
象
を

示
す

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
諸
問
題

(横
田
)
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實
情

に
あ

つ
た

の
で
あ

る
が
、
既
述

馬
關
條
約

を
契
機

と
し
て
漸
次
近
代

工
業

の

一
般
化

に
及
び
、

そ

の
情

勢
も
著
る

し
く
攣

化

せ
し
め
ら
れ

る
に
到

つ
た

の
で
あ
る
。
即

ち
、
伺
條

約

の
第
六
款
第

一
項

忙
於

て
、
現
今

支
那

の
巳

に
通
商
港

と
し

て
開

け
る
盧

以
外

、
更

に
通
商

港

と
し

て
沙
市

、
重
慶
、
蘇
州
、
杭

州

の
如

き
を
加

へ
、

日
本
臣

民

の
往
來
居
佳

し
、
商
業

、
工
藝

、
製
造

に

の

從
事
す

る
こ
と
に
便

な
ら

し
む

る
規

定
を
記
載

し
た
の
で
あ

る
が
、
之

等
は
既

に
存

し

て
ゐ
た
最
恵
國
約
款

に
基

い
て
、
諸
外
國

も

そ

の
利
釜
均
需

を
要
求

し
來

た
り
、
叉

工
業

投
資
権

を
も
學

つ
て
奪
取

す
る
こ
と
と
な
り
、
鼓
に

い
は
ば
外
來
的
薪
式

工
業

の

驚

く

べ
き
襲

展
と
そ

の
傳
播

が
見

ら
れ
る

に
到

つ
た
課

で
あ

る
。

'

以
上

の
前
提

を
基

本
と

し
て
吾

々
は
、
斯

る
支
那
近
代

工
業

化

の
稜
展

過
程

に
關

し
、
そ

の
最
も

代
表
的
な
意
見
と
も
謂
は

る

べ
き
、
か

の

G

・
E

・
ハ
ッ
パ
ア

ー
ド
自
身

の
所
読

の
大

要
を
、
蝕

に

暫

ら

く
縷
述

し
、
以

て
そ

の
批
判

的
な
考
察

を
深
く

進

め

て
ゆ
く

こ
と
と
致
し
た

い

の
で
あ

る
。
即

ち
、
彼
は
先

づ
支
那

の
近
代

工
業

化
は
全
く
偶
然

の
出
來
事

で
あ
り

、
そ

の
最
初

及

び

そ

の
後

の
稜
達

は
、

全
く
そ

の
外
國

貿
易

に
蓮
繋
依
存

し

て
居

り
、
事
實

上
十
九
世
紀

に
入
る
迄

の
支
那

に
は
、

マ

ニ
ユ
フ
ア

恥

ク
チ

ユ
ア
以
外

の
何
物

も
な
か

つ
た
と
述

べ

て
居
る
が
、
而
も

そ

れ

ら

の

近
代
的
製
造

工
場
が
、
か

の
馬
關
條
約

を
契
機

と
し

て
先

づ
日
本

に
よ
り
、
そ

の
開
港
市
及
び
公
開

都
市

に
於

て
建
設
さ
る

る
の
権

利
を
獲

得
さ
れ

て
以
來

、
所
謂
最
恵
國
約
款

の
下

ゆ

に
あ
る
西
敵
諸
國

に
も
、
自
動
的

に
そ

の
敷
力

が
獲
生

し
た
が
、
そ

の
後

そ
れ
ら

の
影
響

に
よ
り

、
支
郡
近
代

工
業

は
頓

に
熾
烈

化
し
、
主

と
し
て
紡
績
業

に
あ

つ
た

が
、
而
も
街
、
製
粉
、
油
脂

、
石
鹸
、
硝
子
、
製
紙

、
燐
寸
、
姻
草
、
蝋

燭

工
場
等
も
漸

く

ラ

サ

む

興
起

す
る
状
態

と
な

つ
て
來

た
。
特

に
彼
が
そ
れ
ら
新

式

工
業
化
上

の

一
般
的
障
害
と

し
て
、
所
謂
政
治
的
原
因
を
學

げ
、
直
接

ノ

、



ノ

0

の
機
能
を
有
す
べ
き
中
央
政
府
の
無
能
力
、
各
地
方
通
信
網
の
不
完
備
、
地
方
税
に
基
く
物
資
交
流
の
不
圓
滑
、
全
國
輩

一
通
貨

拗

媒
介

の
欠
如
、
國
内

工
場

の
二
分
化
即

ち
外
國
所
有

工
場

と
支
那
所
有

工
場

等
を
列

記
し

て
居
り
、
之

等

の
故

に
こ
そ
忍
耐
力

に

富

み
、
勤
勉
且

つ
手

先
器
用

,
敏
捷
性
等

の
長
所

を
有

つ
支

那
勢
働
者
も
、

そ

の
力
量
を
十
分
嚢

揮
す

る
こ
と
が
出
來
す
、

い
は

ラ

ノ

ヨ

し

ば

そ
の
國
家

的
不
統

一
、
順
習
、
傳

統

の
弊

害
を
強
ぐ
指
摘

し

て
居

る

の
で
あ
を
。
而

し
て
彼
は
之

等

の
封
策

と
し

て
、
先

づ
外

國

の
技
術
力
、
援
助
、
便
宜
等
を
得

べ
き

こ
と
を
高
調

し
、
日
本

の
如
く
外
國
貿
易

を
奨

鋤
し
、
外
國
技
術
力
を
修

得

せ
し
め
、

恥

叉
は
外
國
技
術
者

を
招
膀

し

て
、
以

て
啓
蒙

す

べ
き

こ
と
を
力
読

し
て
ゐ
る
。
だ
が
結

局

そ
れ
ら

の
根
本
問
題

と
し

て
,
特

に
支

那

そ

の
も

の
の
平
和

と
秩
序

の
二
要
素

が
望
ま
れ
、
更

に
從
來

の
随
脅

と
も

い
ふ
べ
き
傳
統
、
例

へ
ば
搾
取

と
し
て
有
名
な
手
数

料
制
、
面
子

の
問

題
、
同
族
登
用

等

の
根
絶

を
計
り
、
而
も
若

し
も
支
那
人
自
身

の
智

力
的
な
攣
化

の
無

い
限
り
、
少
く
共
今
迄

の
永

い
傳
統

を
破
棄

し
、

以

て
西
欧

思
想

の
採
取
置
換

と
そ

の
實
践

の
上

に
依
存

せ
し
め
、
特

に
支

那

工
業

の
申

に
西
欧
的
要
素

粉

を
揖
取

す
べ
き
問
題

に
蹄

せ
し
め

て
居

る

の
で
あ
る
。
斯
く

て
彼
は
う
支
那
及
び
西
欧
諸
國

と
の
協
調
的
蓮
結

を
以

て
、
そ

の
有

勒

望

な
進
歩
手
段

と
考

へ
つ
つ
、
次

の
如
き

A

・
サ
ル
タ
ア
卿

の
報
告
書

を
引
読

し
、
以

て
支
那
工
業

政
策

の
基
本
方

針

と
な

し
て

居

る
。

、

ω

十
分
な

る
國
内
市
場
を
確
立

す

べ
き

工
業

の
損

張
と

そ

の
積
極
化
。

②

支
那

が
特
別

の
便
宜

を
持

つ
輸
出
關

税

の
制

限
。

㈹

比
較
的
小
資
本

に
要
求
す
る

工
業

の
探
揮
9

,

支
那
近
代
工
業
化
を
規
ぐ
る
諸
問
題

(
横
田
)

】
一
一



◎

一

一
二

㈲

支
那
農
…莱
生
産
物

と
鑛
業
資

源
に

り
い
て

の
工
業
開
嚢
。

'

恥

樹
彼
は
支
那
本
來

の
土
着

滉

に
よ
る
、
所
翻

民
族

エ
葉

た
る

べ
き
農

村

工
業

に
つ
い
て
も
深
く
着
目
し
、
そ
れ
ら
農

村

工
業

は
、

必
す

し
も
大
規
模
都

市

工
業

の
代
替

と
は
な
ら
ぬ

が
、
或
場

合

に
於

て
そ

の
補
充

を
な

し
、
例

へ
ば
染

色
と
そ

の
仕
上
げ
と
云

つ

た

工
合

に
、
都

市

の
製

造
家

に
よ

つ
て
な

さ
れ

た
る
も

の
を
、
農

村

の
家
内

工
業
勢

働
者

に
手
渡

す
と

い
ふ
過
程
が
、
織
物

工
業

お

　

ユ

ユ

等

に
よ
く
見
ら
れ
る
と
読

い
て
ゐ
る
の

で
あ

る
。
そ

の
他
近
代

工
業

化

に

つ
き
、
勢
働

力

{
般

の
特
質
を
記
し

て
ゐ
る

が
、
之

に

つ
い
て
は
後
述

す
る

こ
と

に
し
た

い
。

そ
こ
で

ハ
ッ
パ

ア
ー
ド
は
、
以
上

の
憩
結
論

と

し
て
、
第

一
忙
矢
張
り
從
來

の
如
く
、
支

那
及
び
外
國
所
有

の
二
種

的
混
戴

工
彙
組
織

の
櫃
績

を
主
張
し
、
第

二

に
は

、
所
謂
條

約
開
港
布
及
び
公
開
都
市

制
度

下

に
於

け

る
、
特

に
外
國

工
業

の
人
爲

的
稜
達

を
、
支

那
全
般

工
業

の
指

導
的
意
味

に
於

て
高
調

し
、
績

い
て
第

三
に
は
梢
細

く
、
國
全
艦

の
護
達

と
し

て
の

一
部

た
る

工
業

の
そ
れ
を
目
指

し
、
特

に
鐵
道

の
建
設
、
外
國

の
融
資

等
、

財
政
及
び
交
通
技
術
力
、
そ

の
他

外
國

と

の
諸
種

の
協
力
問

題
を
取
學

げ
、
更

に
細
目

に
亙

つ
て
次

の
如

き
菓
項
を
記

し
て
居

る
の
で
あ

る
。

ω

挙
和

と
法
律

と
秩
序

と

の
確
實

な
保

設
。

働

特

に
鐡
道

に
關

す
る
支
那

の
信
用
程
度

の
向
上
。

㈹

支
那
焚
展
計

書
實

現

に
關

し
、
協

同
的

に
審
力

す

べ
き
各
國

の
夫

々
の
行
動

に
つ
き
、
特

に
太
平
洋

方
面

に
關

す
る
列
國

相

互

の
忍
耐
力

の
必
要
。

㈲

治
外
法
構

問
題

の
撒

慶
と
、
特

殊
外
國
権

釜

に
封

す
る
支
那
敵
樹
行
爲

の
解
消

。



`

喚

而

し

て
若

し
も
之

等

の
諸
方
針

に
七

て
成

功
的

で
あ
レ
、
實

現
容
易
な
ら
ば

、
支
那

の
経

濟
的

刷
新

更
生
も
亦
必
然

で
あ
り
、

げ

　20

の
近
代

工
業
化

の
前
途

も
亦
甚

だ
有
望

で
あ
る
と
断
言

し

て
、
彼
は
強
く

彼
自
身

の
言
葉

を
結
ん

で
居

る

の
で
あ

る
。
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以
上

の
述
言

に
基

く

ハ
ッ
パ
ア
ー
ド

の
意
見

は
、

あ
く
迄

も
支
那

の
近
代

工
業

化
を
以

て
外
來

的

の
も

の
た
ら
し
め
、
西
欧

の

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
諸
問
題

(横
田
)

一
=
二

」

戸

○



噂

二

四

力

に
依
存

せ
し
め

つ
つ
、
そ

こ
に
い
は

穿
民
族

的
土
着
的

工
農
嚢
展
化

に
基

く
、
産
業
革
命

に
よ
り
齎

ら
さ
る

べ
き
自

然

の
進
歩

的
な
形
を
認
め

て
居
ら
ぬ

こ
と
は
明
白

で
あ

る
。
斯
く
し

て
支
那

工
業

は
全
饅
と
し

て
、
未

だ
産
業
革
命

を
経

過
せ
す

、
産
業
革

命
以
前

の
段
階

に
あ
り
、

そ

の
姿

に
於

て
支

那

の
資
本

と
榮
働

と
が
、
外
國
資
本

に
利
用

さ
れ
、
且

つ
在
支
外
國

工
業

の
獲
展

の

た
め

に
直
接
聞
接

に
役
立
た

さ
れ

つ

つ
あ

る

こ
と
と
な

る
。
而

し
て
之
等

こ
そ
支
那
母
國

に
と

つ
て
の
最
大
不
幸

以
外

の
何
物

で

も
な

い
と
絶
叫

し

て
、
痛

切
な

言
を
吐

い
た
か

の
劉
振
東

は
、

そ

の
論
稿

「
支
那

の
國
防
経
濟
政
策
」

の
中

に
、
「
今

日
に
於
け
る

支
那
経
濟

の
癌
は
外
資

拉

に
外
貨

の
塵
迫

に
あ
り
、
而
し

て
外
資

と
外
貨

の
墜
迫

に
抵
抗

し

て
民
族
維
濟

の
復
興

を
側
る
道
は
、

一
に
國
内

生
産
力

の
増
進

に
懸

つ
て
ゐ
る
。

…
…
封
外
交

通

が
開
か
れ

て
よ
り
、
西
洋

の
経
濟
丈

明

に
驚
き
、
鋭
意

外
國

の
大
規

模
生
産
事
業

を
模
倣

し

て
支
那
固
有

の
小

工
業
を
愛

護
す
る

こ
と
を
忘
れ

、
そ
れ
を
破
壌

に
任
せ
た
結

果
、
資
本
及

び
人
材

の
欠

乏
、
杜
會
的
環
境

拉

に
歎
千
年

の
習
慣

に
適

合

せ
す

、
新

し
き

も

の
の
未

だ
樹

立
さ
れ

ざ
る

に
奮
き
も

の
は
既

に
打
破

さ
れ
た

こ

と
が
、
今

日
の
惨

局
を
醸
成

せ
し
め
た

の
で
あ
る
。

吾
人
は
固

よ
り
大
規

模
事
業

の
創
造

と
稜
展

に
反
封
す
る
も

の
で
は
な
く

、

ヤ

も

寧

ろ
そ

の
稜
展
を
促

進
せ
し
む
べ
き

で
あ
る
と
考

へ
て
ゐ
る
。
但

し
八
十
年

間
欧
米
の
模
倣

に
努
め

た
結
果
が
、
徒
ら

に
國
内
経

め

濟
を
衰
退

さ
せ
素
齪

に
陥
れ

た

こ
と
は
、
.否
認

し
得
な

い
事

實

で
あ
る
。
」
i

ー
と
述

べ
て
ゐ
る
。
尤
も
之
等

と
は
全
く
逆

に
、
寧

む

う
そ

の
善
良
な
解
繹
を
以

て
、
右

の
近
代

工
業

化
は
軍
な

る
外
國
経
濟

の
侵
略
的
墜
迫

に
基

く
も

の
で
は
な
く
、
支
那
自
艦

の
本

來

的
態
度
た

る
、

い
は
ば
以
夷

制
夷
的
見
地
よ
の
、
外
國

工
業

の
進
出
を
利
用

し
自
國
欄
嚢

の

一
助
た
ら
し
む

べ
く
大

い
に
漱
迎

援

助
し
た
も

の
と
看
徹

す
も

の
や
、
叉
は
そ

の
政
治
的
不
統

一
が
國

民

の
資
本

を
十
分

に
守
り

得
す
、

そ

の
た

め

に
外
國
勢
力

の



下

に
自

巳
の
安
全
を
求

め
ん
と
し

て
、
そ
れ
ら

の
侵
入

を
援

助
せ
ん
と

す
る
傾
き
も
あ
る
と
解

し
て
居

る
も

の
も
あ
る
が
、
矢

張

り
支
那

を
害
す
る

と
い
ふ
前
者

の
意
見

が

一
般

的

に
強

い
も

の
と
吾

々
に
は
考

へ
ら
れ

る
。

既

に

ハ
ッ
パ
ア
ー
ド
と
は
、
ま

さ
し

く
封

蹄
的
持
論

を
示
し

て
ゐ
た
、
か

の
ト
ー
ネ
イ
教
授

は
、
支
那

の
外
來
的
近
代

工
業

化

の
困

難

性

と

そ

の

不

當
性

と
を
學
げ

て
、
實

に
興
味
深

い
言
旬
を
随
所

に
吐
き
散
ら

し
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
即

ち
、
「
支

那
は
大
艦

に
於

て
農
民
及
び
手

工
業
者

の
國

で

あ
り
將
來
も
亦
永
く

さ
う

で
あ
ら
う
。

支
那

の
昔
か
ら

の
経
濟
制
度

の
力
を
無
規

す
る

こ
と
は
、
大
き
な
判
断

の
間

違
を
起
す
原

の

因

で
あ
ら
う
」
。
「
若

し
も
支

那
が
欧
米

の
産
業

文
明

の
成
果

に
眩
惑

さ
れ

て
、
自
分
自
身

の
道
を
打
開

い
て
ゆ
か
す
に
、
之

を
た

だ
模
倣

し
や
う

と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ

は
大
き
な
過
ち

で
あ

る
と
云
ひ
得
や
う
。

支
那
は
既

に
存
在

七

て
居
る
自
分
自

身

の
繧
濟

的
基
礎

か
ら
出
爽

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
し

て
支
那
に
最
も
適

し
て
ゐ
る
所

の
最
善

の
條

件
を
持

つ
産
業

を
爽
達

せ
し
め
、

撃

む

叉
支
那
が
既

に
所
有
し

て
ゐ
る
所

の
特
長
を
獲

揮

せ
し

め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。
「
果

し

て
支
那
は
産
業

の
近

代
化

を
欲

し

て
ゐ
る

の
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ

と
も
支
那

の
眞

意
は
,
も

つ
と
複
雑
な
も

の
で
あ
る

の
だ
ら
う

か
◎
即
ち
、
西
洋

の
技
術
を
軍

に

一
つ
の
道
具

と
し
て
探
用

し
て
置

き
乍
ら
、
此

の
技
術

の
背
後

に
あ
る
西
洋
思
想

の
侵
略

に
抵
抗

し
よ
う
と
し

て
ゐ
る

の
で
あ

勢

る
か
」
。
「
支
那
人

の
様

に
成
熟

し
た
愼

重
な
國
民
は
、
容
易

に
測
り
知
ら
れ
な

い
深

い
も

の
を
持

つ
て
ゐ
る
。
彼

等

の
眞
意

は
言
葉

ド

の

よ
り
も
寧
ろ
生
活

の
上

に
よ
く
現

は
れ

て
ゐ
る
。
支
那

は
新
奇
な
も

ρ
に
眩
惑

さ
れ
押

し
流

さ
れ
る
程
幼
稚
な
杜

會

で
は
な

い
」

ー

と
。
斯
う

し
た
見
解

は
、
更

に
例

へ
ば
方

顯
廷
や
鏡
亦

石

に
も
堅
持

さ
れ
、
所

謂
外
來

の
近
代

工
業

に
抗

し
て
、
支
那
本
來

の
民
族

工
業

た
る

べ
き
小
規
模
農

村

工
業

の
確

立
を
叫
ん
だ

の
で
あ

る
が
、
之

等
は

い
つ
れ
も
支
那

工
業

の
基
礎

支
盤

と
し

て
の

支
那
近
代
工
業
化
を
規
ぐ
る
諸
問
題

(
横
田
)

.

一
一
五

隙



一
一
六

本

來
的
農
業

に
關
聯

せ
し
め
舟
-そ

の
勢

働
力

の
源
泉

地
及
び
製

品
消
費

の

】
大
市
場

と
し

て
、
農
業

問
題
を
重

親

し
て
ゐ
た
課

で

あ

る
が
、
奇

し
く
も
今

を
去

る

一
六
五
年
前
、

か

の
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
に
よ

つ
で
設

か
れ
漏
如
き
,
支
那

の
農
業

は
.
そ

の
商

工

政
策

の
振

與

に
よ

つ
て

の
み
活
き

て
く
る

と
い
ふ
考
察

と
、

そ
の
相

互
關
聯

の
中

に
極
め

て
適
切
な

る
眞
理
を
思
は

し
め
る
も

の

が
多

い
の
で
あ
る
。

以

上

の
如
き
、

い
は
ば
そ

の
極
端

を
ゆ

く
二
大
封
立
的
意
見

の
存

す
る

に
も
不
拘
、
矢
張
り
支
那
は
、

一
面

に
於

て
、

そ

の
外

國

よ
り
蒙

む
る
幾

多

の
思
恵

に
封

し
、
あ

く
迄

も
謙
虚
な
態
度

を
以

て
感
謝

す

べ
き
も

の
で
は
あ
る
が
、
他

面
西
欧
諸
國

が
、

そ

の
恵
與

せ
る
自
己

の
思
義

の
故

に
、
道
議

的
な
観
念
を
離

れ

て
、

い
は
ば
侵

略
的
な
意

圖

の
下
に
支
那

を
殖
民
地
化

し
、

そ
の
経

濟

的
利
釜
を
蟹
断

せ
ん

と
す

る
な
ら
ば
、
支
那
は
断
卒

と
し

て
之

を
排
撃

す

べ
く
大

い
に
起

つ
ぺ
き

で
あ
ら
う
。
斯
く

し

て
今

こ

そ
、

そ

の
積
年

の
欧
米
帝
國

主
義
的
、
高

利
貸
的
、
商
業

牧
取
關
係

よ
り
、
東
亜

の
土
着

民
を
速
か

に
解
放

し
、
そ

の
民
族

の
経

濟

を

一
暦
輩
固

に
し
、

以

て
本
來

の
民
族

工
業

隆
起

に
向

は
し
め

る
こ
と

こ
そ
、

い
は

ば
今
次

に
於

け
る
大
東

亜
聖
職

の
高
き
目

わ

標

の

一
つ
な

の
で
あ
る
。
尚
薪
聞
紙

の
傳

ふ
る
所

に
よ
る
と
、
.戦
争
開
始

以
來
、

そ

の
自
然
的
結

果

と
し
て
、
封
支

投
資

五
十
億

助

圓

に
上

る

亘

額

の
米

英

資

金

が

、

凍

結

せ

し

め

ら

れ

る

こ

と

と

な

つ

た

の

は

、

實

に
意

味

深

い
所

と

考

へ
得

ら

れ

る

。

ω

編
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篇
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濟
問
題

」
六

ご
1

六

三
頁
。

②

戸

国
・
↓
薗
≦
器
事

H
m5
臣

臼
巳

計

ぎ
ロ
ニ

昌
O
ま
β

ぎ

巳

8

お
い
♪

ワ

同
a
●

ω

H
ぴ
一9
噂
や

ha
●

ω

H
び
凶2

宰

幅
い
o
・

④

　
甑
2

や

お

【.

⑥

}
.
ω
ヨ
岸
F

芝
紹
#
げ
o
h
り
『po
一凶o
昌
9

0
島
・
O
薗
5
昌
9炉

く
o
ド

目
「℃
7

同
N
い
●

尚
興

亜
…教
育
第

一
巻
ノ第

三
號

拙
稿

「
ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
支
那
経
捲
蟷
観



,

'馬

、

,

1

(8) (7)

の
吟
味

」
多

照
。

昭
摯

七
坐

丹
査

襲

新
聞
・

,

O
・

円

国

①
旨

①
「
℃

団
。
周
。
貫

昌

H
ロ
〈
。
。口
齢
ヨ

。
5
噌
切

一旨

6
ま

昌
勉
矯

2

。
艶

団
O
「
〇
一αq
昌

h
口
く
O
切
P§

Ω
P
研

一
5

(
Uず
一b
凶
鳩

国
0
9Q
h

ξ

O
器
舞

自

O
。
§

三

串

寄

器
・
巨
品

。
.U
聾

き

巴

8

"

お
鴇

、
蜜
藍

o
諺

(
甲
吋
O
陶
仲

一W
「
一け
9
一】P

'

「}
国
℃
9
昌

昌

閑

臣

。厄
ド

q

巳

PO
島

の
齢
曽
一〇
頓

蜀

轟

5
8

∩
甲O
「
ヨ

魯
β
鴇
「

超
管
醤

2
0
夢
¢
ユ
p
口
留

同
巳

団

ω
0
9
口
岱
一昌粒
く
岬曽
旨

(
UO
口
昌
陣吋
一〇
Q陰

日
9
巴

支

那

近

代

工
業

化

を

続

ぐ

る
諸

問

題
o
鳴

d

.qo
・

U

o
=
箇
屋

、目
層
目
◎O
O
・
い

h
りお

9

ミ

Q
b

お
◎
Q。

お
い
ム

6

◎◎
ド
o

。。
℃
・O

'

楠
◎◎
・N

さ
ム

・
い
も

い
㌔

愈

・帆

(
横

田

)

'

<

O
同
犀

剛
℃
り
Q
℃

℃
・

圃
0
層

憎
o
「

6

0
纂

亀

日

o
【巴

い
9

M

3

.個

◎Q
ム

、

α
』

蝋
も

い
●圃

悼
・刈

,9

℃

.二〇
。
回

目
◎
P

O

、

●

!

'

.

'

,

=

七
.

9

,L'

マ

O

「

ノ



一

一
入

≡

O

支
那
近
代

工
業

化

を
続

る
地
域
問
題

に

つ
い

て
、
先
づ

ト
ー
ネ

イ
教
授
は
、

「
近
代

工
業
は

一
定

地
域

の
み

に
限
定

さ
れ

て
ゐ
b

る
。

工
業
國

と
し

て
の
支

那
は
、
沿
海
地
方
、
鐡
道

叉
は
河
川

の
便
宣
を
有

す
る
内

地
及
び
奥

地
、

こ
の
三
大

地
域

に
分
れ

る
」

ー

と
述

べ
て
ゐ
る
が
、
そ

の
質
的

乃
至
量
的
方
面

に
於

て
、
支
那
近
代

工
業

の
大
部
分
を
構
成

し

て
ゐ
る
の
は
、

た
し
か

に
そ

の

そ

の
申

の
主
と
し

て
澹
海

地
方

た
る
事

は
明
白
な

の
で
あ
る
。

而

し

て
こ

の
事
は
結

局
グ

ル
ー

シ
ヤ

コ
フ
の
謂

ふ
が
如
き
、
外
國

人
資

本

と
そ

の
近
代

化
さ
れ

た
工
場

と
が
、
そ

の
特
権
を

思

ふ
儘

に
振
り
騎

し
且

つ
外
國
守
備
隊

や
外
國
軍
艦

の
保
護

を
受
け
易

い
、
い
は
ば
滑
海

地
方

の
中

心
地
及

び
航
行
河
川

の
河

ロ
滑
岸

を
占
め
る
、
開
港
場

及
び
外
國
租
界

の
比
較

的
小
歴
域

に
、
大
部

分
集
注
す
る
事

と
な
り

、
ま

さ

に
全
土

の
僅
か

一
〇
%

の
面
積
を
占

め
、
全

支
那
人

ロ
の
三
六
%
を
有

す
る
江
蘇

、
湖
北

、
廣
東
、

山
東
、
河
北

の
諸
省

に
鐵
鑛
業

と
炭
鑛
業

の
三
分

の
二
、
製
油
業

の
五
分

の
四
以
上

と
繊
維

工
業

の
十
分

の
九
以
上
が
存
在

し
て

ゐ

る
事

と
な
り
、

叉
最

も
近
代

的
な
嚢

蓮
を
途
げ
た
近
代

工
業

部
門

の
紡
績
業

が
、
上
海

(
五
五
・
八
%
)
青
島

(
七

・
八
%
)
武

漢

(
七
・
三
%
)

天
津

(
五
・
七
%
)

無

錫

(
三

・
四
%
)

の
五

ケ
所

に
集

注
す
る
事
と
な

つ
た

の
は
極
め

て
興
味
深

い
所

で
あ

ら

う
o斯

か
る
外
國
侵
入

の
歴
然

た
る
根
跡
を

示
す

べ
き
、
近
代

工
業

化

に
關
す

る
支
那
國
土

の
地
域

的
稜
展
状
態

に
も
不
拘
、
支
那

に
は
術

ほ
固
有

の
工
業
焚
展

地
域

と
し

て
囑

望

さ
れ

る
も

の
」
勘
く
な

い
事

は
髄
か
な

の
で
あ
る
。
即
ち
從
來

の
策
定

地
域
と

し



●

ノ

の

て
普

く
知

ら
れ

る
も

の
瓦
若

干

に
、

例

へ
ば

ク

レ
ツ
シ
イ

の
所
謂
支
那
將
來

の
大
規
模

工
業
獲

蓮

の
豫
測
地
た
る

べ
き
㍉

揚
子

江

へ

り

硲
谷
地
帯

と
北
支
平
野

の
西
方
縁
蓬

が
あ
り

、
カ
ザ

ー

昌
ン
の
如
き
も
特

に
揚

子
江
デ

ル
タ
、
河
北
省
東
北
都
、
山
東
省

の
東

部
、

湖
南
湖
北
各
省
地
方

、
西
江
デ

ル
タ
、
雲
南
省
南
部
、
湖
南
河
南

各
省

の
北
部
及
び
各
大
都
市

の
夫

々
の
小
工
業
匿

、
江
西
省

の

南

部
、
四
川
省

の
西
部

に
あ

る
手

工
業
匿
等
を

示
し
て
ゐ
る
有
様

で
あ
る
◎

総

じ

て
支
那

に
行

は
れ

つ
つ
あ
る
省
種
近
代

工
業

は
製

鋼
、
鐵

工
、
煉
瓦
、
瓦
製

造
、
硝
子
、

セ
メ

ン
ト
、
燐

寸
、
紡
績

、
綿

織
、
製
綜

、
絹
織
、
毛
織
物
、
針

織
、
皮
革

、
粉
末

、
製
粉
、
搾
油
、
製
茶

、
煉

土
等

の
諸
製
造

工
業

に
及
ん

で
ゐ
る
が
、
此
等

は
主
と
し

て
南
京
、
上
海

、
青
島

、
北
京

、
無
錫

、
抗
州
、
漢

口
、
重

慶
、
天
津

、
濟
南
、
慶
門

、
梧

州
、
廣
州
、
汕
頭
を
中
心

の

と
し

て
活
澄

な
活
動

を
示
し

て
ゐ
る
事
は
事
實

で
あ
ら
う
。
而

し

て
此
等

工
業

諸

地
域
を
含

む
支

那

の
廣
汎
な
る
産
業

地
域
は
、

そ

の
政
治
的
行

政
匿
域

と
可
及
的

に

輯
致

せ

し
め
る
事
が
今
日
最

も
肝
要

で
あ
り
、
か

」
る
観

鮎

に
立
脚

し
た

J

・
L

・
バ
ッ
ク

は
、

そ

の
基
本

的
農
業

を
主
眼
と
し

て
夫

々
隔

自
然

植
物

、
氣
候

、
土
壌

、
作
物
、
種
検

、
市
場

へ
の
亘
離
、
土
地
、
飢
謹
災
害
、

家

畜
、
農
業

経
螢
規
模

、
農
業
勢
働

力
、
生
産

、
榮
養

、
生

活
程
度
、
人

回
等

の
如
き
自
然
的
肚
會
的
主
要
因
子

に
よ
り
、
全
支

①

、

那
國
土
を

八
匝
分
し

て
ゐ
る

が
、

ク

レ
ッ
シ
イ
も
亦

そ

の
環
境
要
素

の
分
析
と
文
化
型
及
び
そ

の
分
布
性

よ
り
、
地
形
、
氣
候
、
地

の

ら

わ

質

、
植
物
、
そ

の
他
資

源
を
基

礎

と
し
て
概

活
的

に
地
理
學
的
十
五
匿
分

を
行

つ
て
ゐ
る
。
伺

ウ
ヰ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ

ル
も
亦
支
那
本

部

十
八
省
は

一
系
列

の
自
然

的
な
大
農
業

地
域
申

に
構
成

さ
れ

て
ゐ
る

と
な

し
、

こ
の
大
農
業

地
域

に
つ
い

て
如

つ
て
お
く

ご
と

は
、
支
那

の
経

濟
的

・
枇
會
的
及

び
政
治
的
護

達

の
理
解
上
最

大

の
重
要
性

と
看

傲
し
、
就
中
支

那
本
來

の
性
格

た
る
べ
き
灌
概

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
諸
問
題

戸横
田
)

一
一
九



=

嗣O

の

農

業
を
基
礎

と
し
て
、

次

の
如
く
全
土
を
五
匿
分

し

て
ゐ

る
。
即

ち
①
西
部

及
び
北
部

の
國
境
地
域
、
②
本
來

の
北
支
那
、
㈲

亜

熱
帯

的

の
申
支
那
、
㈲
熱
帯

的

の
南
支
那
、
㈲
西
南
支
那

の

『
攣
民
』

の
諸
省
、
而

し
て
之
等

の
匠
分
確
立
は
、
何

れ
も
薪

支

那

経
濟
地
理
學
上

そ

の
劃

期
的

な
買
献
を
な

し
て
る
る
事

は
今
更

に
言
を
侯

つ
迄
も
な

い
事

で
あ

ら
う
。
斯
く
し

て
支
那
は
、
そ

の

本
來
的
な
意
義

に
擦

る

べ
き
農
業

的
な

地
域

麗
分

に
基

い
て
、
蝕

に
鑛

工
業

的
分
布

を
決
定

せ
し
む
る
事
ぽ

寵

に
正
し

い
事

で
あ

り
、

例

へ
ば
か

の
バ
ッ
ク
の
匠
分

に
基

く
冬
萎
粟
匠

に
馬

す
る
鐡

、
石
炭

、
揚
子
江
流
域

一
帯

を
占
め

る
揚

子
江
水
稻
小
屡

匠

の

鐵

、
石
炭

、
四
川
水
稻

の
盤

、
石
油
、
石
炭

、
西
南
水
稻
匝

の
錫
、
銅

、
亜
鉛
、
水
張

、
南
方

の
水
稻

二
毛
作
匠

に
属
す

る
ク

ン

の

グ

ス
テ

ン
、
水
稻
茶
匠

の
ア

ン
チ

モ

ニ
ー
等

の
埋
藏
資

源
を
中

心
と
す
る
工
業
匠
分
も
亦
想
像

さ
れ

る
事

と
な
ら
う
。

と
も
あ
れ
、
現
實

の
事
情

と
し

て
、
支

那

に
於
け
る
今

日

の
工
業
地
域
全
般
は
、
今
術

ほ
極

め

て
非
科
學
的
な

無
計
書

な
而

も

恣
意

的
な
配
置
を
有

し
、
夫

に
依

つ
て
蒙

る

べ
き
不
利
不
便
も
亦
甚

大
な

る
も

の
が
あ
る
。
更

に
之

に
加

ふ
る

に
周
知

の
如
き
國

内
政
治

の
混
齪

と
奮
き
傳
統

の
墨
守

と
が
、
伸

び
ゆ
く
進
歩

的
な
芽

を
摘

み
取

つ
て
ゐ
る
事
は
明
ら
か

で
あ

ら
う
。
故

に
吾

々
は

先

づ
以

て
こ
玉
に
適

正
な

工
業

立
地
理
論

の
立
場
か

ら
、
支
那
そ

の
も

の

製
工
業

歌
熊
を
考
察

し
、
よ
り

よ
き
計
書
性

の
下

に
工

業

地
域

を
配
備

し
、
以

て
國
土
計
豊

と
密
接

な
關
聯

を
保

つ
べ
き
所
謂
適

地
適
業

の
理
に
從

つ
て
ゆ
く
事
を
念
願

し
た

い
の
で
あ

る
。
か
く

て
こ
そ
始

め

て
、
支
那

の
地
域
的

近
代

工
業

化

の
實

現
も
亦

可
能
と
な

つ
て
く
る
。

次

に
、
主

と
し

て
資

源
的

に
観

た
支
那

は
、
そ

の
良
好
な
立
地
條
件

よ
り
、
將

來
重

工
業

並
び

に
化
學

工
業

の
嚢
展
す

べ
き
絵



地
大

い
に
あ
り

と
は

い

へ
、
當
面

の
問
題

と
し
て
は
、
既

に
昭
和

十
五
年

十

一
月
五
日
、
内

閣
情

報
部

に
よ

つ
て
公
表

さ
れ

た
日

鋤

満
支
経
濟
建
設
十

ケ
年

要
綱

の
基
本
方

針

に
從

つ
て
、
支
那
は
特

に
日
満

と
協
力

し
、
そ

の
資

源
を
開
嚢

し
、
経
濟
を
復
興

し
、

交
通

の
獲
達
、
物
資

の
交

易

の
圓
滑
、
重
要
産
業

及
び
資

源

の
開
焚
を
計
り

、
東

亜
共
榮
圏

の
確
立

に
寄
與

す

べ
き
分
業
的
な
任

務

を
途
行

せ
ね
ば
な
ら

ぬ

こ
と
は
言

ふ
ま

で
も
な

い
と

こ
ろ
で
あ

る
。

と
も
あ
れ
、

支
那

の
近
代

工
業

化
が
、
そ

の
藏

す
る
豊
富
な
資

源

の
故

に
直
ち

に
可
能

な
り

と
し
、
併

せ
て
そ

の
嚢
展
性

の
膨

大

さ
を
遽

か

に
計
慮
す

る

こ
と
は
、
確

か

に
早
計
淺
慮

に
す
ぎ

る
も

の
と
思
は
れ

る
。
成
程
支
那

に
は
周
知

の
如
き
鐡
、
石
炭
、

君
油

、
棉
花

、
小
萎
、
煙
草
、
盤
、

ア

ン
チ

モ
昌
1
、

タ

ン
グ

ス
テ

ン
、

マ
ン
ガ

ン
、
桐
油

、
水
銀
、
銅

、
錫

、
鉛

等
種

々
な
る

も

の

の
存
す
る

の
は
事
實

で
あ
る
が
、
凡

そ
此
等

一
切

の
資

源

の
存
在

は
、

そ

の
自
然
的
な

在
り
方

と
肚
會
的
條

件

の
槍
討

の
後

に
於

い

て
、
始

め

て
有

効

に
活
用

せ
ら

る
る
も

の
な

の

で
あ

る
が
、
例

へ
ば
支
那

の
交
通
輸
逡
力

の
現
歌

に

つ
い
て
み
る
と
、
現

在
凡

そ
海
岸
か

ら
百
粁

以
上

の
奥

地
鐡
鑛

石
は
、

そ

の

コ
ス
ト

の
關
係
上
廣
く

活
用
出
來

ぬ
有
様

に
あ
り

、
軍

に
そ
れ

ら
は

一
地

方

に

の
み
小

さ
ぐ
利
用

さ
れ

て
ゐ
る

に
す
ぎ
ず

、
叉
そ

の
食
糧

に
し

て
も
、
年
來
豊
牧

で
絵
分

の
糧
食
が
奥

地

に
充
満

し
、
農

民

は
債
格

の
暴
落

に
困
り
抜

い
て
居

る

に
も

不
拘

一
澹
海
諸
省

は
洋
米

に
飢
を
凌
ぐ
情

況

に
あ
り
、
特

に
邊
彊

各
省

に
到

つ
て
は
貯

藏
米

が
腐

敗
し

て
食
用

と
な

ら
す
集

め

て
此
を
焚

く
事
情

に
あ
る
。

文

、
他
方
海
米
國

中
部
か

ら
上
海
迄
変

一
噸

を
蓮
搬

し

て
く
る

コ
ス
ト
は
、
税
金

運
賃
を
込
め

て
三
十
元

に
す
ぎ
ぬ
が
、
陳
西

塒

省
中

部
か

ら
同
じ
く
上
海
ま

で
萎

一
噸

を
持
ち
來

る

コ
ス
ト
は
、
實

に
百
四
十
五
元

の
亘
額

に
上

る
も
の
と
謂
は
れ

て
ゐ
る
。
か

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
諸
問
題

(
横
田
)

.
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ぐ

,

一

ニ

ニ

の
交
通
不
便

で
飴
り

に
も
有

名
な
抗
職
基

地
四
川
省

は
、
そ

の
面
積
殆

ど

日
本

に
等

し
い
に
も
か

」
は
ら
す

、
唯
石
炭
輸
逡
目
的

)

)

り
　

ヨ

ユ

ユ

の
僅
か

一
六

・
五
粁

の
輕
便
鐡
道
を
除

け
ば
全
く
鐵
道

は
無

く
、
そ

こ
に
は
昔
か
ら

の
所
謂
人
力
運

楡
が
行

は
れ

、
例

へ
ば

重
慶

成
都
間
わ
つ
か
四
四
〇
粁

足
ら
す

の
行
程

を
、
之

に
よ

つ
て
約
十
日
を
要

し
、
荷
自
流
井

の
盗

を
重
慶

ま
で
輸
邊
す

べ
く

一
ケ
月

を
要

し
、
時

に
は
二
三

ケ
月
を

も
費
す
有
様

に
あ
り

、
特

に
現
在
、
蒋
介

石
が
軍
需
資
源
活
用

の
た
め
、
そ

の
交

通
建

設
、

殊

に

自

動
車
楡
逡

の
鑛
充
實

現

に
狂
奔

し

つ
曳
あ
る

こ
と
も
成

程
と
頷

か
れ

る
課
で
あ
ら
う
。

幼

か

の
工
業

立
地
論
を
始
め

て
髄
系
づ

け
た
學
者

と
し

て
飴

り

に
も
有

名

な

A

・
ウ

エ
ー
バ
ー
が
、

そ

の
運

搬
費
を
以

て
工
業

立

地
最

大

の
主
要
因

子
と
看
徹

し

つ
玉
、
特

に
彼
は

一
定

の
工
業

が
最

も
有

利

に
螢

ま
れ

る
地
瓢

の
決
定

こ
そ
は
、

そ

の
原
料
地
と

消

費
地

の
原

料
及
び
生
産

物

の

「
ウ

ェ
ー
ト
」

に
相
鷹

す
る
力

に
よ

つ
て
、
互
に
牽

き
合

ふ
場
合
、

そ

の
均

衡
鮎

に
決
着

す

る
も

の
と

し
て
ゐ
る
が
、

そ

の
牽
引
力

ご
そ
右

の
蓮
搬
費

に
外

な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
斯

く
考

ふ
る
時
、
現
在

支
那

の
埋
藏

資
源
は
そ

の

將
來

的
有
望
性
を

示
す
も

の
と
は

い

へ
、
未

だ
殆
ど
未
開
稜

、
未
活
用

の
歌
態

に
あ
り

、
今
後

更

に
交

通
建
設

、
資
本
擾
充

、
調

査
徹
底
、
技
術
向
上

等
か
ら

一
贋
そ

の
開
襲

を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ

と
と
を
鍋
え
て
く
る
。

假

に
も
東
亜

の
指

導
盟
主
國

を
以

て
任
す

る
我
國

は
、
そ

の
よ
り
豊
か
な
資
本
と
優
秀
な
技
能
力
を
傾
け

て
、
東
亜

の
國

防
的

見
地

に
立
脚

し

つ
つ
、
支
那
資

源

の
開
拓
活
用

に
逼
進
す

べ
き

こ
と
は
勿
論

で
あ
り
、
ま
さ
に
之

こ
そ
は
現
下
最

大

の
緊
急

課
題

な
り

と
稻

し
て
も
決

し

て
過
言

で
は
な

い

の
で
あ
る
。

-

■

ひ
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最
後

に
、
そ

の
勢
働

力

に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
支
那

の
近
代

工
業

化

に

つ
い
て
最

近
多
く

の
人

々
の
謂

ふ
が
如

く
、
支
那
勢
働

者

の
低
能
率

に
封

し
、

そ

の
改
善

の
急

務
並
び

に
技
術
教
育

の
彊
化
等
は
、
極

め

て
同
感
な
問
題

で
あ
り
、
鼓

に
支

那
人

}
般

の

教

養

に

つ
い
て
読
か

れ

る

一

二

の
例
を
以

て
し

て
も
、
特

に
そ

の
基
礎
的

一
般
敬

育
向
上

の
要
務
を
痛
感

さ
せ
ら
れ

る

の
で
あ

粉

る
o
即

ち

J

・L

・
バ
ッ
ク
は

そ

の
敷
育

調
査

の
報

告
書

中
、
僅
か

に
男

子
の
三
〇
%
及
び
女

子

の

一
%

の
み
が
普

通

の
文
章
を
護

勒

み
得
る
程
度

の
學

校
敏
育
を
受
け

て
ゐ
る
と
云
ひ
、
か

の

ハ
ン
ス
・
ク
リ

ュ
ー
ゲ

ル
も
亦

、
支
那
青
年
問
題

を
論
じ

た

一
節

に
於

い

て
、
支
那

の
文
盲

の
敏

は
勿
論
概
算

だ
が
、
少
く

と
も
國

民
全
膿

の
七
〇
%
以
上

に
上

る
で
あ
ら
う
と
記

し
て
居
り
、
更

に
之
等

と
關
聯

し
て
、
特

に
支

那
近

代
工
業

を
代
表
す

べ
き
紡
績

工
場

の
螢
働
者

に
つ
き

、
之

を
具

さ

に
観
察

せ
る

一
識
者

に
よ

つ
て
、

「
支
那
入
紡
績

工

の
現
歌

は
何

う

で
あ

る
か
と
云

ふ
に
、
支
那

の
職

工
は
、
日
本

の
職

工
に
比

し

て
仕
事
上
常

に
劣

つ
て
居

る
。

是

は
職

工
教
育
及
び
機

械
敢
育
的
知
識

の
普

及
し
な

い
結
果

に
依
る
が
、
叉
職

工

の
品
性

に
つ
い
て
、
支
那

の
職

工
は
欧
米

及
び

我
國

の
そ
れ

に
比
較

し

て
大

い
な
る
遜
色

が
あ

る
。
例

へ
ば
そ

の
九
〇

%
は
賭
博
を
娯
樂

と
し
、
且

つ
盗
癖

を
持

つ
て
ゐ
る
こ
と

で
あ
る
。
又
支
那

の
紡
績

工
は
、
概

し
て
機
械

の
取

扱
及
び
製
造
技
術

に
封

す
る
注
意
力

に
も

乏
し

い
の
と
、
・時

聞

の
槻
念
が
な

く
、
怠
惰

で
忠
實
を
欠

い

て
ゐ
る
者

が
多
く
、
職

工
中
文
字
を
解

す
る
も

の
は
男

工
百
人
申

一
割
乃
至
二
割
、
女

工
は
百
人
中
二
、

助

三
人

に
す
ぎ
な

い
歌
態

で
あ
る
」
1

と
述

べ
ら
れ

て
ゐ
る
有
様

で
あ

る
。

勒

由

來
支
那
民
族

の

一
大

欠
陥

と
し

て
、
そ

の
組
織

と
規

律
と
迅
速

さ

の
乏
し

い
事

が
畢
げ
ら
れ

て
ゐ
る
が
'

ま

さ
し
く
夫

等

は

政
治
的
不
統

一
下

に
あ
る
國
情

の
正
し
き
反
映
た

る
と
伺
時

に
、

一
面
支
那
本
來

の
農
業
的
性
格
を
持

つ
國
民
性
そ

の
も

の
の
如

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
賭
問
題

(
横
田
)

一
二
三

〇



碑

ご

一四

實

な
あ
ら
は
れ

に
す
ぎ
な

い
も

の
と
思
は
れ

る
。
斯
く

て
翠

な
る
外
來

的
、
侵

入
的
、
い
は

Ψ
西
漱
的
な
色
彩
を
持

つ
所
謂

近
代

工
業

化

に
つ
い
て
、

そ
れ

ら

に
從
事

す
る
支
那
勢
働

者

の
種

々
な

る
貧

し
さ
に
封
し
、
之
を

一
概

に
非
難

攻
撃

す
る
こ
と
は
、
全

く

そ

の
本
來

の
支
那
的
性
格

を
考

へ
ぬ
皮
相
な
見
解

と
評

さ
れ
る

の
も

あ
な
が
ち
不
當
な

こ
と

で
は
あ
る
ま

い
。

た
し
か
に
興
味

深

い
言
葉

と
思

は
れ

る
が
、

ト
ー
ネ

ー
は
そ

の
著

の
申

に
、
「
西
欧

的
な

も

の
を
作

る
と
き

の
支

那

職

人

の
つ
ぼ
ら
さ
加
減

に
比

べ
て
、

支
那
人

の
生
活
か
ら
生
れ
た
、
そ

の
天
稟

の
才
能

に
よ

つ
て
作

ら
れ
た
品
物

の
驚
嘆

す
る
程

の
精

巧
さ
は
、
實

に
不
可
思

珊

議
な
る
封
照
な

の
で
あ
る
」
ー

と
記

し
て
ゐ
る
。
故

に
吾

々
は
、
そ
れ

ら
支
那
人
勢
働
者

の
非
能
率
性
を
、
唯
怠
惰
と
か
無
氣

力

と
か
不
注
意

と
か

と
詰
る
前

に
、
も

つ
と
彼
等
を
激

し
く
訓
練

し
養

成
す
る
と
共

に
、
釜

々
そ

の
才
能
を
爽

揮
す

べ
く
磨

い
て

幼

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ

る
。
そ

こ
に
お

の
つ
か

ら
、
曹
鐘
喩
も
述

べ
る
如
く
、
支
那
人
特
有

の
根

強

い
奮
慣
墨
守
も
、
み
つ
か

ら

の
手

で
粉
陣

し
瓦
解

し
自

滅
せ
し
む
る

こ
と

さ
べ
、
あ
り

得
る
も

の
と
思
は
れ
る

の
で
あ
る
。

)

,)

瓢
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而
も
他
面
、
支

那
人
本
來

の
工
業
的
な
素
質

に

つ
い

て
、

か

の
ウ
ヰ

ッ
ト

フ
ォ
ー
ゲ

ル
や
リ

ヒ
ト
ホ
ー
フ

エ
ン
は
、
極

め

て
樂

観

的
な
意
見
を

述

べ
て
居
る

の
で
あ

る
。
即
ち
勢
働

す
る
支
那
人

の
生
理
的
"
知
識

的
妖
態
か

ら
、
彼

が
近
代
工
業

的
機
械

生
産

ヘ

へ

に
入
り
込
ん
だ
時

に
で
も
、
極
め

て
有
利
な
仕
方

で
作
業

を
績
け
ら
る

べ
く
、
叉
支
那
人
は
機
械

技
術

の
む
つ
か

し
い
こ

つ
の
會

得

に

つ
き
、
之

を
均

一
的
不
断

の
反
復

に
よ
り
心
間
違

ひ
な

く
成

し
途

げ
得
ら
れ
、

い
は

聖
善
良

の
機
械
工
と
な
り
得

る
も

の
と

鋤

し

て
ゐ
る

が
、

A

・
パ
ー
ス
も
亦
、

支
那

人
職

工

の
教
育

し
易
き
事
實

を
述

べ
、
近
代
的

に
訓
練

さ
れ

た
支
那
職

工
は
、
殆

ど
敏

幼

育

さ
れ

た
日
本

工
場

の
勢
働
者

に
何

等
劣
ら
な

い
こ
と
を
強
調

し
て
居
り
、
荷

モ
ー

ル
敢
授

も
亦

、
特

に
そ

の
フ
ラ

ン
ス
農
民

と

、



■

比
較

し
て
、

一
般

に
技
術
的
な
改
良

に
封
す
る
前
者

の
懐

疑
的

な

の
に
比
し
、
支
那
人

の
特

に
技

術
的
改
良

に
つ
い
て
の
好
奇

心

の
強

さ
激

し

さ
を
嚢

見
し
た

と
述
懐

し

て
居
る
如
く

で
あ
る
。

抑

々
支
那

近
代

工
業

化

に
野
す
る
榮

働
力

の
殆
ど

は
、
そ

の
本
來
的
な
農
業

的
性
格

に
基
く
農

村
か
ら

の
供
給

で
あ
り
、
吸
牧

鋤

た
る

こ
と

は
、
例

へ
ば
支
那

近
代

工
業

化

の
中

心
を
な
す
上
海

の
勢

働
者
請
員

組
織
や
、

フ
ォ
ン
グ
博
士

の
調
査

に
基
く
上
海
勢

鋤

働
市
場

の
歌
況

を
眺

め

て
も
、
既

に
明
白
な
事
實

な

の
で
あ

る
。
故

に
、「
支
那

の
農
業
的
生
産

の
特
殊
性
を
迂
同

し

て
反
映
す
る

所

の
、
そ

の
政
治

的
要
因

を
、
支
那

の
工
業

(
及
び
商
業
)

の
観
察

に
當

つ
て
は
、

つ
ね

に
眼
中

に
置
く
事

が
必
要
欠
く

べ
か

ら

助

ざ
る
こ
と
」

な

の
で
あ
り
、

そ
の
歴
史
的

に
特
質
づ
け
ら
れ
た
農

村
封
建
性

が
、
今
街

近
代
工
業

化
に
封

し
て
も
濃
厚

に
存

す

べ

き
事
實

を
見
逃

し
て
は
な
ら

ぬ

の
で
あ
る
。

斯
く

し
て
吾

々
は
、
不
断

に
支
那

工
業

の
弊

働
力

を
裏
付
け

る
べ
き
、
そ

の
農
業

的
な
關
聯
性

を
識
り
得

る
と
共

に
、

つ
ね

に

そ
れ
ら

の
特

殊
的
關
係
か
ら

眼
を
離

し

て
は
な
ら
ぬ
事

と
な
る
。
窟

に
リ

ヒ
ト

ホ
ー

フ

ェ
ン
に
よ

つ
て
、
「
粘

り
張

い
根
氣

と
極
端

)

.
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な

る
忍

耐

」

を
持

つ
勤
勢

と

呼

ば

れ

、

而

も

「
全

く

安

債

な

、

だ

が
聰

明
な

人

聞

勢

働

力
」

と
謂

は
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き
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去

百
年
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る
西

欧

的
搾

取

の
魔

手

よ
り

全

く

脱

却

し
、

今

や

そ

こ

に
自

力

を

以

て
眞

に
民

族

濁
自

の
近
代

的

工
業

の
興

起

に
適

進

し

つ

、
あ

る

こ

と

は
事

實

で
あ

り
、

そ

の
有

望

な

將

來

性

を

思

は

し

め

る

も

の
が

極
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て
多

い
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一
八

四

■

東

亜
共
榮
圏

の
將
來

的
課
題

の

一
つ
と
し
て
、
期
待

す

べ
き
も

の
は
.
矢
張
り

そ
の
躍
進
的

工
業

の
姿

で
あ
り
、
新

理
念

に
基

く
共
榮
圏
全
膿

の
綜

合
統

一
的
工
業

近
代
化
の
實

現
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
斯
る
立
場
か

ら
し

て
も

、
從
來

に
於

け

る
恣
意
的

に
し

て
非
科
學
的
な
も

の
よ
り
、
共
榮
圏
全
饅

を
ば
統

一
的

に
合
理
化

し
結
合

せ
し
め
、
以

て
相

互

に
有
無
抵

通
じ

し
め
る
工
業

自
給
圏

の
實

現
を
目
標

♂
す
る
、

そ

の
建
設
計
書

が
倣
然

と
樹
立

さ
る
べ
き

で
あ
り
、
例

へ
ば
過
般
公
表

せ
ら
れ
た

、
か

の
日
満

支
経

濟
建

設
十
ケ
年
要
綱

の
基
本

方
針

の
如
き
も
、
之

等

の
こ
と
を
明
瞭

た
ら

し
め

て
居

る

の
で
あ
る
。
故

に
今

日

の
情

勢

に
於

て
は
、
最
早
濁
り
支
那

の
み

の
恣
意
的
行
動
は
許

さ
れ
す
、
常

に
共
榮
圏
全
盟

に
饗
す
る
支

那
的

立
場

に
於

て
正
し
く
考
慮

さ
れ

ね
ば
な

ら
ぬ

こ
と
は
勿
論

で
あ
ら
う
。
斯

く
し
て
從
來
、

往

々
に
し
て
西
敏
的
な
も

の
に
眩
惑
依
存

し
追
慕

さ

へ
し
來

た

つ
た
支

那
経

濟
そ

の
も

の

に
付

き
、
今

改
め

て
之
を

反
省

し
、
要

す
れ
ば
根
抵

よ
⑫
其
等
を
彿
拭

し
、
以

て
新

し
ぎ

出
獲

へ
の
再
編
成
、
再

考
慮

を
確
立
す

べ
き

こ
と

こ
そ
最

大
急

務
と
謂
は
ね

ば
な

ら
ぬ
。
蝕

に
於

て
吾

々
は
、
我

が
日
本
を
中
核

と
す
る
共
榮

圏
全
般

の

わ

工
業

的

立
地
構
想

に

つ
き
、
例

へ
ば
か

の
チ

ユ
ー
ネ

ン
が
そ

の
高
著

「
孤
立
國
」

に
於

て
示
せ
る
如
き

、
所
謂
環
歌

立
地
圖
形

の

'



理
を
磨

用
的

に
當

欲
め
る
事

に
よ

つ
て
、
そ

の
適

正
配
置
を
想
察

す
る
な
ら
ば
、
即

ち
共
榮
圏

の
中
橿

た
る
べ
き
我

が
日
本

に
於

て
精
密
機
械

、

化
學
各

工
業

等
を
確

立

せ
し
め
、
之
を
園

む
満

洲
國

に
鑛
業

,
電
氣
事
業

、
從

つ
て
將

來
的
重

工
業

及
び
化
學

工

業

化

へ
の
素

地
を
建
設

せ
し
め
、
更

に
支
那

に

つ
い

て
は
、
鑛
業

、
製
盤
業

及
び
繊

維

工
業
を
立

地
し
、
最
後

に
南
方
諸
地
域

に

つ
い
て
は
、
主

と
し

て
食
料

、
原

料
等

の
原
始
産
業

を
配
置

す
る
事

も
亦
可
能

と
な
る

の
で
あ

る
。

然
し
乍

ら
之
等

の
立
地
構
想

が
、
軍

に
理
念
上

の
問
問

と
し

て
の
み
計
書

さ
れ
る

こ
と

に
は
、
幾
多

の
危
瞼

が
俘

ふ
べ
く

、

よ

り
合

理
的

に
而
も

現
實
的

に
之
を
行

は
ん
が
た
め

に
は
、
矢

張
り

そ
こ
に
、
緻
密

に
し

て
周
到

な
、
而
も
明
確
な

理
論

的
根
擦

が

,

求

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ

る
。
而

し

て
之

こ
そ
は
、
所

謂
東
亜
全
般
を

打

つ
て

一
丸

と
も
す

べ
き
國

土
計
書

そ

の
も

の

わ

の
基
礎

原
理
を
な
す
、
か

の
工
業

立
地
理
論

で
な

け
れ
ば
な

ら
ず

、
そ
れ
は
あ
く
迄

も
、

立
地
理
論

の
本
質

に
從

つ
て
、
土
地

の

最

適
利
用
を
基
本

と
な

し
、

「
如
何

な

る
工
業
を

如
何
な
る
土

地
に
立
地

せ
し
む

べ
き
か
」
を
、
最

も
合
理
的

に
決
定

せ
し
む
る

一
つ
の
理
論

な

の
で
あ
る
。
而

し

て
右

の
立
地
理
論

が
構
成

せ
ら
る

べ
き
要
素

た
る
、
所
謂
立
地
因
子

に
付
き

、
大
概

ね
そ

の
立

地
上

の
費

用
利
釜

に
關
聯

を
有

つ
、
枇
會

的
経
濟

的
因

子
と
し

て
、
原

料
、
補

助
材
料

、
動
力
、
勢

働
力

、
製

品
關
係

、
交
通
關

係

、
消
費
市
場
、
資

本
金
融
關
係

、
利

子
、
土
地
關
係
、
地
代
、
租
税

、
保
瞼
料
、
水
道
料
、
枇
會

的
員
捲

、
経
螢
手
腕

、
杜
會
秩

序

、
経
濟

政
策

、
國
家

政
策
等

が
學
げ
ら
れ
、
叉

立
地
位
置

そ

の
も

の
の
債
値

に
基
く

も

の
と
し

の
自
然
的
因
子

と
し
て
鼓

に
、

氣
候
、
地
勢

、
地
質

、
河
川
、
湖
沼
、
海
洋

、
水

、
資
源
等
を
述

ぺ
る

こ
と
が
出
來

る
。
而
し

て
之
等
は
、

一
面

に
於

て
、

そ

の

最
適
地

工
業

を
襲
見
す

べ
き
、
自
然

地
理
的
、
杜
會
地
理
的
、
経

濟
地
理
的

、
國
防

地
理
的
特

殊
性

の
立
場
か

ら
、
而

し
て
他
面

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
諸
問
題

(
横
田
)

一
二
九



=
二
〇

に
於

て
は
、
そ

の
最

適
工
業
襲
見

と

し
て
の
技
術
的
、
肚
會
的
、
経
濟
的

、
國
防

的
特

殊
性

の
立
場

よ
り
、
夫

々
正
し
き
相
互
關

係

の
中

に
、
最
も
合

理
的

に
且

つ
計
書
的

に
せ
し
め

つ
り
、
そ

の
立
地
決

定
が
行

は

る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

唯
鼓

に
極

め

て
注
意

す
ぺ
き

こ
と
は
、
今

日

の
歴
史
的
階

梯

に
あ

つ
て
、
所
謂
立
地

そ

の
も

の
の
根

本
的
意
義

が
大

い
に
攣

革

さ
れ
、
從
來

に
於
け

る
立
地
室
間

そ
の
も

の
は
,
所
謂
自
由
主
義
的
、
恣
意
的
な
個
別
的
利
潤
追

求

の
場

と
し
て
、
そ

の
角
途
的

姿

が
と
か
く
放
任

さ
れ
勝

で
あ

つ
た
が
、
今

や
そ
れ

ら
は
全
く

一
攣
し
、

い
は

ば
そ

の
統
制
主
義

下

に
、
論

理
的
な
経

濟
債
値
賞

現

の
場

と
し

て
、
民

族
と
國
家

と
に
固
く
結

び

つ
け

ら
れ
、
眞

に
國
防
的
な
國

土
と
し

て
の
立
地
的
債
値

に
ま

で
昂

め
ら
れ

る
事

と
な

つ
た

の
で
あ

る
。
故

に
最
早
從

來

に
於

け
る
如
き
、
恣
意
的

、
放
任

的
、
選

揮
自
由

の
個
別
的
な

立
地
か
ら
、
眞

に
綜

合
的

な
、
適
地
適
業

の
理

に
根

ざ
し

て
、
廣
く

公
釜
的
な
倫
理
性

を
持

つ
統
制

的
、
計
書

的
立
地

に
ま

で
移
行

し
革
薪

さ
れ

る
に
到
り

今

日
屡

々
見

ら
る
る
が
如
く

、
そ

の
個
別
的
な
螢
利
性
を
無

覗
し

て
以

て
、
廣
く
國
防
的
な
見
地
か
ら
、
そ

の
最
適
配

備
を
標
榜

わ

せ
ん
と
す

る
非
螢
利
的
な

工
業

立

地
も
亦

、
敢

て
な

さ
れ

る
現
況

に
あ

る
課
な

の
で
あ

る
。

以
上

の
如

き
工
業
立
地

理
論

を
前
提

と
し

て
、
然

ら
ば
將
來

的
支
那
近
代

工
業
化
は
そ

の
立

地
上
、
如
何

に
考
究

さ
る

べ
き
で

あ
ら
う
か
。

こ
の
提
問

に
封

し
て
吾

々
は
、
先
づ
そ

の
現
實

的
な
内
面

の
大
き
な
問
題

と
し

て
、
特

に
支
那

そ
の
も

の
の
民
族
近

代
工
業

の
興
起

に
、
注
意
深

き
眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
鍋

え

て
く

る
。
即
ち
、
從

來

に
於

け
る
民
族

工
業

は
、
主

と

し

て
そ

の
農

村

工
業

や
、
奥

地
小
規

模

工
業
を
形
成

せ
る
も

の
に
過
ぎ
ね

が
、
之
等
を
如
何

に
し
て
育
成
伸
長

し
、
更

に
我

が
高

度

工
業

と
如
何

に
有
機
的

に
結
合

せ
し
む

べ
き

か
が
深

く
考

へ
ら
れ

ぬ
ば
な

ら
蹴

の
で
あ

る
。

た
と

へ
共
榮
圏
全
艦

の
工
業

的
立



O

場

が
、
そ

の
國

防
乃
至
基
礎

工
業

の
現
出

を
強
く
標
榜

す
る
も

の
で
あ

つ
て
も
、
遽
か

に
夫

々
の
國
情

や
歴
皮
的
背

景
を
無
視

し

て
以

て
、
卒
然

と
之

に
高
度

工
業

を
移
植

せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、

い
は
ば
無
謀

以
外

の
何
物

で
も
無
く
由
決
し

て
所

期

の
成
功
を

納

め
る
も

の
で
は
な

い
。

そ

こ
に
夫

々
の
適

正
な
有
機
的

結
合

が
肝

要
と
な

つ
て
來

る
課
で
あ
り
、
特

に
こ
の
こ
と
は
、
支

那

に

と

つ
て
も
妥

當
な

こ
と
な

の
で
あ

る
。

と
ま
れ

、
支
那

は
、
矢

張
り

そ

の
本
來

の
性
格

に
基
く
農
業

的
な
も

の
の
上

に
猫
自

の
工

業

を

伸
長
獲
展

せ
し
め
る
事

は
自

然
な

こ
と

で
あ
り
、

い
は
ば
農
業

の
工
業

化
問
題

と
し
て
の
輕

工
業

か
ら
先

づ
着
手

す
べ
き

こ

0

と
が

正
し

い
の
で
あ
る
。
而

も
從
來

に
看

る
が
如
く
支
那

の
工
業

は

、
殆

ど
紡
織

、
製

糸
、
製
粉
等

の
輕

工
業

に
限
ら
れ
、
且

つ

そ

の
焚
展

の
根
擦

も
亦

農
業

と
密
接

な
る
關
聯
を
有

レ
て
居
り
、
從

つ
て
支
那
は
、
そ

の
農
業

を
代
替
離
脱
し

て
、
國
民
経
濟

を
勺

完
全

に
工
業

の
上

に
建
立
す
る

こ
と

は
絶
封

に
不
可
能

な

こ
と

と
な

つ
て
く
る
が
、
尚
既
述

の
如
き

、
そ

の
工
業
勢
働
力
源
泉
地

た
る
農
村

の
意

義

に
於

て
も
亦

、

一
贋
所
謂

支
那
農
業

と
工
業

と

の
固
有
な
有
機

的
關
聯
性

の
把
握

の
必
要
を

蝕

に
痛
感

せ
ざ
る

を
得
な

い

の
で
あ
る
。

然

し
、
右

の
如
き
考
察

に
も
不
拘
、
支
那

の
近
代

工
業

化
が
、
と
か
く
外
來

的
、
侵

入
的
西
欧
諸
國

の
彊
制
墜
迫

に
基

く
形
式

的
な

も

の
に
な

つ
て
居
る
以
上
、
そ

こ
に
多
く

の
矛
盾

と
危
験

を
孕

み
、
例

へ
ば

}
方

に
大
規

模
機
械

工
場
制

工
業

の
大

い
な

る

嚢
展

に
も
不
拘

、
他
方

に
は
奮

態
依
然
ど

し

て
幼

稚
極
は
ま

る
手

工
業
、
家

内

工
業

及
び

マ

昌
ユ
フ
ア
ク

チ

ユ
ア
が
存

す
る

と

い

ふ
如

き
奇
観

を
呈

し
て
ゐ
る
が
、
之
等
は
す

べ
て
、
支
那
本
來

の
性
格

に
基
く
自
然
的
な
産
業
革
命

な
き
、

い
は
ば
不
自
然

な
近

代

工
業
化

に
擦
る

べ
き
結

果

に
外

な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
故

に
斯
る
黙
を
改
善

し
、
從
來

の
欠
陥

を

輔
掃

す

べ
き

こ
と
は
、
今

日
ま

支
那
近
代
工
業
化
を
続
ぐ
る
諸
問
題

(
横
田
)

=
噸=

、

ノ



騎

=
二
二

さ

に
そ

の
急
務

と
す

べ
く
、
特

に
そ
れ

ら
に

封
す
る
民
族
的
な

眼
を
大

き
く
開

か
せ
る

こ
と
は
、
結
局

そ
の
民
族
自
艦
め
申

よ
り

お

の
つ
か
ら
盛
り
上

つ
て
く
る
剛
き
力
を
以

て
、
官

己
自
身

の
産
業

革
命
を
行

ひ
、
以

て
實

質
的
な
眞

の
近
代

工
業

化
を
招
來

せ

し
め
る

こ
と
と
も
な

る
意
味

に
於

て
、
斯

る
根
本
的
な
目
標

に
野
す
る
、
共
榮
圏
全
罷

の
協
調
的
な
努

力
援
助

が
切

に
肝
要

で
あ

り

、
就
中
東

亜

の
指
導
國
を

以

て
任
ず

る
、
我

が
日
本
自
身

の
双
肩

に
員
荷

さ
れ
た

る
大
き
な
責

務
と

い
は
ね

ば
な

ら
な

い
。

e(2)(4) (3)

目
ゴ
旨

o
♪

一
・
出

●
く
己

U

o
『

尻
o
団
o
誹
Φ

Qo
母

讐

ぎ

閑
6
臥
魯

g
縄

磐

h

一
画
巳

註

【δ
し
冨

ゆ

彗

山

乞
節
戯
8

巴
α
犀
8

9
三

〇
・
冒

一督

同
◎Q
い
9

U

葺

需

聾

隷

σq
ρ

甘

昌
暫

お

い
o
・

》
・
タ
、・び
β

d
。
げ
費

傷
g

ω
琶

岱
g

伽
。=

巳

q
。・三
。
p

年

。・
§

目
。
一ド
財
晋

。
夢

。g

¢
幽
窃

ω
鼠
5
自
。
奮

●・
暴

喜

憐
。
昌

目宕

事

ρ

一
・
年
凶a
二
〇
F

》
一守
a

詣

o
σ
臼
、。・
§
8
q

o
h
g
o
】o
g
瓜
8

0
h
3
身

切三
①
m.
Ω
二
g
m
o

お
起

・

、

川

西
正
鑑

博
士
著

「
工
業
立
地

の
研
究

」
蓼

照
。

工
業
組
合

第

四
巻
第
・三
號

拙
稿

「
工
業
立

地
決
定

の
理
論

と
實

際
」
謬

照
。

-

支
那
新

式
工
業
創
設
後

の
光

緒

一
一
年

に
は
上
海

租
界
内

の
入
口
は

一
二
五
、
六
六

五
人
な

る
に
も

不
拘

、

同

二

一
年

に
は

二
四

〇
、

九
九

五
入
と

い
ふ
殆

ど
倍
蝕

の
噌
加

を
看

る
實
情

と
な

つ
た

が
、
之
等

は
す

べ

て
農
村

よ
り

の
流

入
で
あ
る
。
(
南
支
那
及

南
洋
調
査
第

百
六

十
三

輯

「
支
那
最

近

の
工
業

蚊

に
財
政

」
入
入
頁

蓼
照
)

陶
支
那

工
業
勢
働
力

の
源
泉
地

と
し

て
め
支
那
農

村
問
題

に

つ
い
て
は
、
拙

鐸

「
支
那

工
業
勢
働
問
題

の

一
般
的
特
質
」
(
與

亜
之

工
業
第

七

巻

五
月

號
)
及
び
同

じ
く
拙

鐸

「
支

那
再
建

に
關

す
る
農
村

工
業

の
問
題
」
(
農
村
工
業
第

八
巻

第

二
號
)
峯
照
。
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